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1．はじめに



















島村勧業会社が設立される 5年前の 1867（慶応 2）年、パリ万博において日本の蚕種についての
評価がなされた。パリ万博へ日本が初めての公式参加したことの意義について考察する。
　フランスが本格的に 1867 年パリ万国博の準備を始めたのは、1865 年 3月 4日以降である 4。帝
国委員会はその 3月 4日付で外務省に対し、諸外国の政府に向けてパリ万国博への参加要請を行






　会期半ばの 1867 年 7 月 1 日、パリ万国博の授賞式 10 において国際審査委員会は、日本の出品
した「養蚕、漆器、手細工物ならびに紙」を評価し、日本がグランプリを授与された 11。このよ
うな評価の根拠について、帝国委員会のミシェル・シュヴァリエ（Michel Chevalier）が監修し
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あろうか。出生地域に蚕種人脈をもつ渋沢にとって、シュヴァリエらの評価は、より良い品質の
日本蚕種の製造販売を実現するための方策を考える契機となったと考えられる。この後、渋沢が





























































































なく落ち込んだ。このため、社中で田島弥平 38、田島弥三郎、田島善平 39 により 5万枚をイタリ
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　ここでは、島村勧業会社が直売を行うにあたって同社設立時に融資を行った三井組に代わり、
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